
会場案内図

徳川慶喜肖像絹絵

くんいっとうきょくじつとうか

勲 一 等 旭 日 桐 花

だ い じ ゅし ょう く ん さ

大 綬 章 勲 記

●松戸 駅東口下車徒歩約10 分

●松戸 駅西口から京成バス「梨香台団 地行き」

「市立東松戸病 院行き」「聖徳学園行き」「国分経

由市川行き」で戸定歴史館 前下 車

人口と世帯

人口460,370 人 ［- 669］

男233,339 人 ［- 440 ］

女227,031 人 ［- 229］

世帯175,761 世帯［+ 366］

主な内容

松戸市地域防災計画を改訂　 ②

公文書公開制度
平成９年度実施状況　　　　 ③

健康診査を受けましょう　④ ⑤

情報チャンネル　　　　 ⑥ ⑦

／

徳川慶喜日記

初
公

開

さ

れ
る
「

烈
公

御
真

翰

」〔
徳
川

慶

喜

に

あ
て

た

、

父
・
徳
川
斉
昭
（
水
戸
家
）
か
ら
の
百
二
十
五
通
の
書
簡
〕

対
象
三
～
九
歳
　
費
用
無
料

※
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
＝
「
ロ

バ
の
シ
ル
ベ

ス
タ
ー
と

ま
ほ
う
の
こ
い
し
」
、
人
形
劇
＝
「
あ
か
ず
き
ん

ち
ゃ
ん
」

※
電
話
で
お
は
な
し
が
聞
け
る
「
で
ん
わ
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

」
℡
3
7
7
・
0
0
0
0

番
も

ご
利

用
く

だ
さ
い
。

※
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
を
お
持
ち
に
な
れ
ば

、
本
が

借
り
ら
れ
ま
す
。
返
却
は
最

寄
り
の

図
書
館
へ

。

問
市
立
図
書
館
℡
3
6
5
-
5
1
1
5
番
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URL htlp:yyｗｗｗ.intership.nｅ･jp/matsudo/

6 月21 日 日 ま で

午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時

(入館は午後4時30分まで)

月 曜 日〔5月6日水は特別休館します〕

戸定歴史館
一般300円(250円)､高･ 大学生200円(150円)、

小･ 中学生100円(80円)

※(　)内は20人以上の団体料金

※第2･4土曜日､小･中学生は無料です。

・ 徳川慶喜従一位位記

・ 孝明天皇より拝領の中啓(儀式用の扇)

・ 慶喜あて勝海舟書簡

・ 慶喜あて宮中新年会招待状

※いずれも徳川慶喜家第4代当主慶朝氏

所蔵

時
は

幕
末

、
日
本
は

ペ
リ

ー
来
航

に
端

を

発
し
た

開
国

と
攘

夷
に
激
動
し
、
政

局
は
混

迷
を

続
け
て

い
ま
し
た

。
そ
の
中
で

時

局
を

収

拾
で

き

る
人

物
と
し

て
脚
光
を
浴
び

た
の

が
徳
川
慶
喜
（
一
八
四
七
－
一
九
一
二
）
で
す
。

慶
喜
は
慶
応
２
年
（
一
八
六
六
）
1
2
月
、
十

五

代
将
軍

に
就
任
し

藩
政
改
革
を
推

進
し

ま

し

た
が

、
も
は
や

幕
藩
体
制
維
持
は
不

可
能

で

し
た

。
そ
こ
で

慶
喜
は

、
大

政
奉
還
を
断

行

し
政
界
再

編
を

図
リ

ま
し
た

が
、
反

藩

勢

力
の
巻

き
返
し

に
敗
れ
歴
史

の
表

舞
台

か
ら

去

り
ま
し
た

。
維
新
後
の
慶
喜
は

写
真
、
狩

猟
、
囲

碁
等
の
趣
味
の
世
界

に
没

頭
し
静

か

な
生
活
を
送
り
ま
す

。

明

治
2
2年
（
一
八
八
九
）
に
は
弟
の
昭
武

が

住
む

松
戸
に
初

め
て

来
訪
し

、
同
3
0年
（
一
八

九

七
）

に
静
岡

か
ら
東
京

に
転

居
す

る

と
た

び
た
び
松

戸
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

同
3
5年
（
一
九
〇
二
）６
月

、
慶

喜
は

公
爵
を

授

爵
し

、

一
家
を

構
え
名
実

と
も
に
名
誉
を

回
復
し
た
後
、
大
正
２
年
（
一
九
一
三
）
1
1
月

2
2
日
、
七
十
七
年
の
波
乱
の
人
生
を
閉
じ
ま

今
回
の
特
別

展
で

は
、

徳
川

慶
喜
家
な

ら

び
に
松
戸
徳
川

家
の
全
面
的

な
ご
協
力

の
も

と
、
本
邦

初
公

開

と
な

る
資
料
や
遺
品

の
数

数
を
展
示
し

、
慶
喜
の
知

ら
れ
ざ

る
維
新
後

の
生
活
を
浮
き
彫
り

に
し

ま
す

。

問
戸
定
歴
史
館
℡
3
6
2
・
2
0
5
0
番

期日 会　 場 時　 間 内　 容

5/7 木 小金北市民センター 午後3 時～４ 時
アニメーション・

人形劇

9土
健康福祉会館ふれあい22・

オープン記念行事）
午前11 時20分～ 正午 人形劇

13 水 図書館本館 午後 ３時30 分～４時 絵本・人形劇

14 木 和名ケ谷スポーツセンター
午後 ３時～４ 時

アニメーション・

人形劇
15 金 馬橋市民センター

20 水 小金分館 午後 ３時～3 時30分 絵本・人形劇

21 木 八ケ崎市民センター
午後 ３時～４ 時

アニメーション・

人形劇
22 金 松飛台市民センター

27 水 図書館本館 午後 ３ 時30分～４ 時 絵本・人形劇

28 木 八柱市民センター 午後３ 時～ ４時
アニメーション・

人形劇

５
月
の
公
演
日
程

徳
川
慶
喜
の
未
公
開
史
料
を
特
別
展
示

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

毎月5日･15日･25日発行

No.967

市
制
施
行
五
十
五
周
年
：
明
治
維
新
百
三
十
周
年
二
戸
定
邸
使
者
の
間
・
従
者
の
間
復
原
工
事
完
成
記
念
特
別
展

最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
展

4月１日現在

[
]
は
前
月
比



広報ま つ ど1998 年(平成10年)5月5日

災
害
死
亡
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

松
戸
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂

東
葛
飾
地
域
市
町
の
相
互
応
援
○
大
宮
市

と

の
防
災
研

究
都
市

協

定
に

基
づ
く

自
主

的
支

援
○

県
広

域
消

防
相
互

応

援

○
隣
接

市
町

等
と

の
消

防
相
互

応

援

○
水
道

事
業

体
等

の
相
互

応
援

民

間
団

体
等

と
の

協
力

体

制
…

ト

ラ
ッ

ク
等

に
よ
る
搬
送
手
段

の
確
保
、

食
糧

等
生
活

物
資

の
供

給
、

民
間
井

戸

か
ら

の
給
水

な
ど
、

新
た

に
民

間

事
業
所

等

か
ら
協

力
を

得
ま

し
た

。

④

医

療

救

護

対

策

災

害
医

療
対

策

本

部

の

設

置

…

松

戸
市

医

師
会
等

の
対

策
本

部
を

衛

生
会

館
に

設
置
し

、
集

団
災

害
に

対

す
る
医
療
救
護
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

応

急

救

護
所
・
防

災

協
力

医

療

機

関

…
応

急
救

護
所

は
、
市

内

の
小

・

中

学
校

の
う
ち

、
十

七
ヵ
所

に
開

設

を
予

定

、
ま
た

防
災
協

力
医

療
機

関

は

、
市
内

二
十
四

ヵ
所

で

す
。

傷

病

者

の

搬

送

…

救

急
市

の
ほ

か

、
協
定

タ

ク
シ

ー
・
路
線

バ

ス

・

ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
を
活
用

し
ま

す

。

⑤

物

資

救

援

対

策

飲

料

水

等
・：
県

水

と
連
携

し
、
水

源

地
で

の
給
水

の
ほ

か
、
協

定
ト

ラ

ッ
ク
に

よ
り

搬
送
給

水
し
ま

す

。

食

糧
：
二

次

的
に

は
防

災
倉
庫

か

ら
非

常
用

の
食
糧
を
供
給
し
ま

す
が
、

可

能
な
場

合

は
協

定
食

品

業
者

等
か

ら

弁
当
等

を
配

給
し

ま
す

。

ま
た

、
学
校

の
給

食
室

を
活
用

し

て

炊
き
出

し
も

実
施

し
ま

す
。

⑥

緊

急

輸

送

路

の

確

保

と

輸

送

体

制災

害

時
重

要

路

線

の

確

保

…

協

定

建
設

業
者

の
協

力
で
、

障
害

物

の

除

去

や
仮
復
旧

を
行

い
、

輸
送
路

を

確

保
し

ま
す

。

輸

送

計

画

…
市

有
車
両

の
ほ
か

、

協

定
ト

ラ
ッ

ク
、
軽

ト

ラ
ッ

ク
等

に

よ

り
搬

送
手
段

を
確

保
し

ま
す

。

⑦

住

宅

等

応

急

対

策

応

急
仮
設

住
宅

の
建
設

用

地
は

、

可

能
な
限

り
被

災
前

に
居

住
し

て

い

た

場
所

に
近
接

し
て

確
保

し
ま

す
。

災
害
弱

者

に
も
配

慮
し

た

バ
リ
ア

フ
リ

ー
（
※
）
の
仮
設

住
宅

建
設

も
考

慮

し
ま

す
。

⑧

文

教

対

策

学

校

防

災
：

京

童
・
生
徒

の
安
全

確

保
対

策

、
教
職
員

の
役
割
分

担

、

保

護

者
へ

の
連
絡
方

法
等

の
具

体

的

な
計
両

を
作

成
し

ま
す

。

⑨

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

対

策

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の
受
け

皿
・：

松

戸
市

社
会

福
祉
協

議

会
を
主

体
と

す

る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
本

部
を
設

置
し

ま
す

。
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

登

録
・：
市

外

に

勤
務
し
て

い
る
市

内
在
住

の
医

師
等
、

医

療

従
事

者
の
専

門

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

の
登

録
を

制
度
化

し
、
公

募

し
ま

す
。

⑩

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

電

気

・
ガ
ス

・
電
話

等

の
関
係

機

関

は
、
そ

の
施
設

や
設

備

の
耐

震
化

を
推

進
し

、
災
害

時
に

は
非

常
態

勢

を
敷

き
、

広
域

的
な
復

旧
活

動
体

制

に

よ
り

、

迅
速

な
応
急

対
策

を
実

施

し
ま

す
。

ま

た
、

鉄
道

や
バ

ス
路
線

に

つ
い

て
も

、
乗

客

の
安
全
確

保
と

運
行

の

確

保
を
図

り
ま

す
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
　

床
の
段
差
や
部

屋
の
間
仕
切
り
な
ど
の
、
お
年
寄
り
や

身
体
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
障
害
と

な
る
も
の
を
取
り
除
い
た
住
宅

松 戸 市 防 災 マ ッ プ を

５月下旬にお配りします

松戸市防災マップを 、5月下旬に全

戸配布を予定している「生活カタログ

（市民便利帳）」に折り込みます。

いざというときに備えて､ 避難場所

や防災関係機関を確認し、「わが家の

防災」にお役立てください。

そ
の
五
十
ニ
　

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
に
つ
い
て

最

近

、
環

境

ホ
ル
モ

ン
に
関

す

る
話

題

が
マ
ス
コ

ミ

に
取

り
上

げ

ら

れ
、
大

き
な
反

響
を
呼

ん
で

い

ま
す

。
そ

の
中
で

、

ビ
ス
フ

ェ
ノ

ー
ル
Ａ

が
、
歯
科

用
レ

ジ
ン

（
シ

ー

フ
ン
ト

や
コ

ン
ポ
ジ

ッ
ト
レ

ジ

ン
）

に
含

有
さ

れ
て

い
る
と

い
う

極

め
て
不
正

確

な
報
道

が
見

ら
れ

ま
し

た

。

こ

の
報

道

の
も
と

に
な

っ
た
の

は

、
一

九
九
六
年

３
月

に
ス

ペ
イ

ン

ー
グ
ラ
ナ

ダ
大
学
と

ボ
ス
ト
ン

ー

タ
フ
ツ
大

学
と

の
共
同

研
究

に
よ

る
「
コ

ン
ポ
ジ

ッ
ト
レ

ジ
ン

、

Ｉ
フ
ン
ト
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
様
作

用
」

と
題

す

る
論
文
で

し
た

。
そ

の
概
略

は
、
ヒ

ト
の
大

臼
歯

に

シ

ー
ラ
ン

ト
を
処
置

し
て

一
時

間
後

に

だ
液

を
採
取

し
て
分

析
し

た
と

こ

ろ
、

ビ
ス

フ
ェ
ノ

ー
ル
Ａ

が
検

出

さ
れ
、
さ
ら

に
実

験
に
お

い
て

ビ
ス
フ

ェ
ノ

ー
ル
Ａ

は
エ
ス

ト
ロ

ゲ
ン

（
女

性

ホ
ル
モ

ン
）
と

類
似

の
作
用

を
示
し

た

が
、
ｂ

ｉ

Ｓ
－

Ｇ

Ｍ
Ａ

（
こ

れ
に
つ

い
て

は
後
で

説

明
し

ま
す
）

に
そ

の
よ
う

な
作

用

は
認

め
ら

れ
な
か

っ
た
と

い
う

も

の
で

す
。

ビ
ス

フ
ェ

ノ

ー
ル

Ａ
は

、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
の

一
種
で

あ
る

ポ
リ

カ

ー
ボ
ネ

ー
ト
樹

脂

の
原
料
と

し
て

使

用

さ
れ
て

い
る
も

の
で

、

ポ
リ

カ

ー
ボ
ネ

ー
ト

樹
脂

は
哺

乳
瓶

や

食

器
と

し
て
普

及
し

て
お
り

、
煮

沸

な

ど
に
よ

っ
て

ビ
ス
フ

ェ
ノ

ー

ル
Ａ

が
溶
出

す
る
可

能
性

を
指
摘

さ
れ
て

問
題

と
な

っ
て

い
る
わ
け

で
す

。

し

か
し

、
歯
科

で

使
用

さ
れ
て

い
る
シ

ー
ラ
ン
ト

や
コ
ン

ポ
ジ

ッ

ト
レ

ジ

ン
の
成
分

は
ｂ

ｉ

Ｓ
ｌ

Ｇ

Ｍ
Ａ

と
呼

ば

れ
る
も

の
で

、
こ

れ

は

ビ
ス

フ
ェ
ノ

ー
ル

を
構

成
基

の

一

つ
と
し

て
合
成

さ

れ
た
化

合
物

で

す
。
ｂ
・
ｌ
Ｓ
－

Ｇ

Ｍ
Ａ

か
ら

ビ

ス

フ
ェ
ノ

ー
ル

を
分

離
す

る
た
め

に

は
、

強
ア
ル

カ
リ

性
、

強
酸
性

あ

る

い
は
高
温
下

で

分
解

す
る
必

要

が
あ
り

、
通

常

の
使
用
環

境
で

溶
出

す

る
こ
と

は
考
え

ら

れ
ま
せ

ん
。
実

際
、
前

述

の
論
文

が
発
表

さ
れ
た
後

、

ボ
ス
ト

ン
大

学
や
米

国
歯
科

医
師
会
の
実
験

に
よ

る
と
、

歯

科
材

料
か
ら

の

ビ
ス

フ
ェ
ノ

ー

ル
Ａ

は
検

出

さ
れ
て

い
ま
せ

ん

。

も
ち

ろ

ん
、
現
在

日

本
で
市

販

さ

れ
て

い
る
コ

ン
ポ

ジ
ッ
ト

レ
ジ

ン

や
シ

ー

フ
ン
ト

か
ら

は

ビ
ス
フ

ェ

ノ

ー
ル

Ａ
は
検

出

さ
れ
て

い
ま
せ

ん
。現

代

人
を
取

り
巻

ぐ
環

境
は

あ

ま
り

に

も
複

雑
に

な
り
、

な
か

な

か
絶
対

と

い
う

こ
と

が
で

き
な

く

な
っ
て

き
ま
し

た

が
、
現

在

の
と

こ

ろ
、

こ

の
問

題
に

つ

い
て

い
た

ず
ら
に
不

安
を
抱
く

必
要

は
な

い

と
考
え

ら

れ
ま

す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

住
民

税

証

明

書

の

発
行

開

始

が

遅

れ

ま
す

住
民
税
の
追
加
減
税

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
1
0年
度

住
民
税
証
明
書
の
発
行

開
始
は
遅
れ
る
予
定
で
す
。

問
市
民
税
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
2
番

戦後最大の地震災害をもたらした阪神・淡路大震災は。国を

はじめ、全国の地方自治体に災害対策に対する多くの教訓を与

えました。

本市においても大規模な地震が発生した場合、連鎖的・複合

的な都市型災害に発展することが懸念されます。

そこで、災害に対する対応力の強化を図るため、平成7年度

から3ヵ年をかけて松戸市地域防災計画を見直しました。

新しい地域防災計画に基づいた、本市の主要な防災対策につ

いてお知らせします。

問防災対策室℡366-7309 番

」
災

害

に

備

え

た

予

防

対

策

①

市

民

防

災

の

推

進

役

割

分

担
：

市

や
市

民

、
事
業

所

等

は

、
そ

れ
ぞ

れ
の
責

務
と

役
割

を

自

覚

し
、
日

ご
ろ

か
ら

災
害

に
備
え

る
も

の
と
し

ま
す

。

自

主

防

災

組
織

の

育

成
・
強

化
・：

地

域

の
町

（
自
治

）
会

等

ご
と
に

、

自

主

防
災

組
織

の
結
成

を
促

進
す

る

た
め

、
防

災
資
機

材

の
整
備

に
対
し

て

補
助

金

を
交
付

し
支

援
し

ま
す

。

防

災

訓

練

の

推

進
・：

地
域

住
民

の
手

に
よ

る
自

主
的

な
防
災

訓
練

等

の
実

施
を

促
進

す
る
と

と
も

に
、
市

や
市

民
、

事
業
所

、
防

災
関

係
機

関

と

の
相
互

の
緊

密
な
連

携
を

図
り

、

実
践

的
な

総
合
防
災
訓

練
を
実
施

し

て

い
き
ま

す
。

②

都

市

の

防

災

構

造

の

強

化

建

築

物
等

の
耐

震
対

策
・：

防
災

上
重
要

な
施
設

の
耐

震
診
断

を
早

急

」　　　マグニチュード7.2　
＼松戸市直下の地震が起こったら？

に
実

施
し

、
計
画

的
に
耐

震
性

を
確

保
し
ま

す

。

ま

た
民
間

建
築

物

の
耐
震

改
修

を

促
進
し

ま

す
。

防

災
空

間

の

整

備
・
：
緑
地

の
保
全

や
公

園
、
道

路

、
河
川

の
整

備

の
促

進
、

ま
た

、
大
規

模
な
公

共

施
設
用

地

の
緑
化

を
推
進

し
ま

す
。

市

街

地

の

整

備
・：
公

共

の
空

き
地

が
不
足
し
て
い
る
地
域
や
災
害
の
危

険
性

の
高

い
地
域

は

、
土
地
区

幽
整

理
事
業
等
有
効
な
手
法
を
活
用
し
て

総
合

的
に

整
備
し

ま
す

。

③

防

災

施

設

等

の

整

備

食

料

等

の

備

蓄

計

画

…

市

内

の

小

・
中
学

校
全

校
に

、
簡
易

備
蓄

倉

庫
を

整
備

し
、
食

料

等
を
分

散
備

蓄

し
て

い
き
ま
す

。

ま

た

、
市

を
三

つ
の
生
活

圏

に
区

分
し

、
耐

震
性

備
蓄
倉

庫

を
整

備
し

て
拠

点
備

蓄
し

て

い
き
ま

す
。

歴史的にみても 、東京近郊で

繰り 返し起こっている直下型地

震。近年南関東を震源とする地

震の発生が心配さ れています。

被害想定

建物　　　全半壊31,049棟
火災焼失　1,307～17,151棟
死者　　　1,153～1,833人
負傷者　　25,218人
避難者　　49,363～84,459人

想定地震

松戸市直下20km

マグニチュード7.2

季節　春または冬

時刻　正午または18 時

風速　3.9～10 ｍ

民

間

の
業
者

ど
協

定
を
結

び
、

災

害
時

に

お
け

る
優
先

的
な
支

援
供

給

を
確
保
す

る
流
通
備
蓄
を
進
め
ま
す

。

水
源
の
確
保
：
市
民
が
1
・
五
キ
ロ

の
徒

歩
圏
内

で
自

ら

水
を
得

る
こ

と

が
で
き

る
よ
う

、
上

水
道

の
水
源

を

は
じ
め

、
貯
水

槽
を

整
橋
し

ま
す

。

ま

た

災
害
時

に
市

民
に
井

戸
水

を

供

給
し

て

い
た

だ
く

よ
う

、
市
内

の

六
事

業
所

に
協

力
を

お
願

い
し

て
い

ま
す
（
防
災
協

力
民
間
井
戸

の
指

定
）
。

④

避

難

体

制

の

整

備

市

指

定

・
広

域

避

難

場

所

…

公

園
等
の
二
十
三
ヵ
所

収

容

避

難

場
所
・：
市

内
小

・
中

学

校
等
公

共
施
設

の
百

九
ヵ
所

⑤

災

害

弱

者

対

策

事

前

の

予

防

対

策

…

災
害

弱
者

（
お
年
寄
り

や
身

体
の
不

自
由
な
人

な

ど
）
本

人

や
家
族

、
地
域

の
人

た
ち

す
べ
て
が
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を

し

て
も

ら
え

る
よ
う

、
隣

人
に

よ
る

助

け
合

い
の
協

力
体
制

の
啓
発

に
努

め
ま
す

。

・
災

害

時

の

応

急

対

策

①
迅

速
な

初

動
体

制

の

確
立

震
度
５
強
以
上
の
地
震
に
よ
り
、

災
害
対
策
本
部
を
自
動
設
置
す
る
と

と
も
に
、
市
職
員
を
自
動
配
備
し
、

被
災
地
域
で
の
住
民
の
避
難
誘
導
、

収
容
、
救
護
な
ど
、
機
動
性
の
あ
る

的
確
な
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

②
概

括

情
報

の

収
集

民
間
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
：
市

内
の
被

災
状
況
の
報
告
を
空
か
ら
受
け
末
罵

タ
ク
シ
ー
・
路
線
バ
ス
：
業

務
用

無
線
で
地
域
の
被
災
状
況
の
報
告
を

受
け
ま
す
。

③

広
域

応

援

・
相
互

協

力

体
制

各
種
相
互
応

援

…
○
県
お
よ
び

県
内
市
町
村
間
の
相
互
応
援
○
東
葛
飾

避難場所や防災関係施設の確認

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、ヽ
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

歯
を
大
切
に

もし 本市の直下で阪神大震災

に相当する地震が起きたらどの

くらいの被害になるのか、予測

調査を行いましたO

町会ごとに選ばれる地域防災リーダーは、町会での防災技術の普及など
、自主防災組織の活性化に努めています。（総合防災訓練で、実践的な
防災技術を身に付ける防災リーダーのみなさん）
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公
文
書
公
開
制
度

平

成

９

年

度

実

施

状

況

市
で

は
公

文
書
公

開

制
度

に
よ

っ

て

、
市

民

の
皆

さ
ん
の
市

政
参

加
を

一
層
進

め

、
よ
り

開
か

れ
た

ク
リ
ス

タ
ル

な
市
政

の
実

現
を

め
ざ
し

て

い

ま
す

。

平

成
９
年

度
中

の
開
示

請

求

・
申

し
出

の
文
書

件
数

は
、

九
十
二

件
で

し
た

。
う
ち

、
全

部
を

開
示
し

た
文

書

は
二

十

九
件

、
一
部

開
示

は
四
十

二
件
、
非
開
示
は
六
件
、
文
書
が
存

在
し

な
か

っ
た
も

の
が
八
件

で
し
た
。

実
施

機
関

別

の
決
定
状
況

と

主
な
対

象

文
書

は
下

表

の
と

お
り
で

す

。

こ

れ
ら

の
開
示

決
定

の
内

容

が
不

服
で

あ

る
た
め

、
異
議

申
し

立
て

が

な

さ
れ
た

の
は
四

件
で

し
た

。

問
総
務
部
総
務
課
℡
3
6
6
’
7
3
0
5
番

実施機関別開示請求・申し出状況

５
月
は
特
殊
建
築
物
の
定
期
検
査
の
報
告
月
で
す

悪
質
な
消
火
器
点
検
業
者
に
ご
注
意
を

問
消
防
局
救
急
防
災
課
℡
3
6
3
・
1
1
1
1
内
線
2
1
6
番

※上記以外の実施機関（選挙管理委員会・公平委員会・農業委員会・固定資産評価審査委員会・水

道事業管理者 ・病院事業管理者）についての開示請求と開示申し出はありませんでし た。

松戸市長選挙
立候補予定者説明会は5月12日火に実施します

投票日は

6月14日

(日)

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

５
月
2
8
日

木
午

後
３

時
３
分

か

ら

会
場
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸

ビ
ル
五

階
会

議
室

※
議

案
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

問

教
育

委
員
会

総
務

課

℡
3
6
6・
7
4

6
0
番

厚

生

年

金
・
国

民

年

金

積

立

金

還

元

融

資

で

市

立

病

院

と

市

立

東

松

戸

病

院

の

医

療

器

械

を

整

備

平

成
９

年
度

病
院

整
備

事
業
と

し

て
行
わ
れ
た
医
療
器
機
整
備
事
業
は
、

「
厚

生
年

金
・
国
民

年
金

積
立
金

還
元

融
資

」

に
よ
り
行

い
ま
し

た
。

問
市
立
病
院
企
画
財
務
課
℡
3
6
3
・
2

1
7
1

内

線
2
4
2
1

番

、
市

立
東

松
戸
病
院
総
務
課
℡
3
9
1
・
5
5
0
0

内
線
2
2
1
9

番

一
票
は

心
を
つ
た
え
る

手
紙
で
す

任期満了に伴う松戸市長選挙が、6月14 日(日)に行わ

れます。今後4年間の市政を託す人を選ぶ大切な選挙

です。棄権せず、皆さんそろって投票しましょう。

日時5 月12 日火 午後2時から

会場 市役所本館2階大会議室
※会場の都合により、参加者は候補者1人につき2人までとさ
せていただきます。

学

童

災

害

共

済

に

加

入

を

学
校
以
外

で

け

が
を
し
た
場

合
、

負
傷

程
度

に
応

じ
て
見

舞
金

を
支
給

し
ま

す

（
交
通

事
故

・
自
転

車
に
乗

車
中

の
事

故

・
風

水
害

∴
震
災
そ

の

他

の
非

常
災
害

に
よ

る
事
故

を
除
ぐ
）
。

期
間
４
月
１
日
～
平
成
1
1
年
３
月

3
1日
　

掛

金

年
百
円

申
５
月
2
0
日
水
ま
で
に
、
市
立
小
中

学

校
児
童

・
生

徒
は

直
接

各
学
校

、

市

内
在

住
の
私

立
小
中

学
校

通
学
児

童

・
生

徒
は
直

接
保

健
体
育

課
保

健

係
（
℡
3
6
6
・
7
4
5
9
番
）
へ

市

税

の

休

日
受

付

５
月
1
0日
日
は
市
役
所
収
納
課
と

各
支
所
で
、
市
税
の
納
付
や
納
税
相

談
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

問
収
納
課
収
納
第
一
・
二
係
℡
3
6
6
・

7
3
2
5
番

私道の舗装( 新設・補修)

○対象となる私道

（以下の条件をすべて満たしていること）

①幅員が原則として4メートル以上 ②両端または一

端が公道に接している ②築造から5年以上経過して

いる ④5 世帯以上の住居が隣接している ⑤工事に支

障となる物件がない⑥側溝敷設については、公道等

の排水施設に接続が可能なこと

○工事の申請者

私道敷地の所有者等の総意に基づき一切の権限を委

任された人、または私道敷地等の管理について組合

等が設立されている場合はその長

○受付期間

5月6日（ ～6 月１日月

○工事内容

舗装工事はアスファルト舗装またはコンクリート舗

装、側溝工事はＵ字溝（蓋つきを含む）丶Ｌ型溝また

は可変側溝、手すり工事はステンレス手すり

○地元負担見込額

左表のとおり（現場の状況により変更する場合あり

戦
跡

慰

霊

巡

拝

時
期
・
地
域
左
表
の
と
お
り

対

象

①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に

お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
）
で
あ
る
こ

と
②
健
康
状
態
の
良
好
な
人
③
原
則

と
し
て
七
十
五
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

※
参

加
者
に
は
、
国
と
県
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
概
算
経
費
の
三
分
の
一
の
補

※工法の選定は 、道路形態によって異なります。

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
所
定
の
様
式
（
援
護
課
に
あ
り
ま

す
）
に
、
戦
没
者
の
死
亡
公
報
の
写

し
、
ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本
と

医
師
の
証
明
書
等
を
添
え
て
、
直
接

援
護
課
社
会
係
（
℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番
）
へ

地　域 実施時期 概算経費

旧ソ連墓参

べ9ヵ所）

6月下旬～

10月中旬
20 ～50 万円

l中　国 9月上旬 30 ～35 万円

東部

ニューギニア
10月中旬 42 ～44 万 円

39 ～41 万 円

25 ～27 万 円

北ボルネオ 11月中旬

パラ オ諸島 1月下旬

硫黄島 2月上旬 2～3 万円

フィリピン 2月下旬 21～23 万円

南西諸島 調整中

福祉

ファイル
Ｎo1

0
しあ わせ課の紹介

し
あ
わ
せ
課
は
、
障
害
を
持
つ

人
が
元
気
で
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
護
を
行

う
課
と
し
て
昭
和
4
8年
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
六
回
に
わ
た
り
、
し

あ
わ
せ
課
の
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

身

体

障

害

者

手

帳

に

つ

い
て

身

体

障

害

者

手

帳

と

は

身
体

障
害
者
子

帳

は
、
身

体
に

障

害

の
あ

る
人

が
、

そ

れ
ぞ
れ

の

障

害

に
応
じ
た

援
護

を
受
け

る

た

め
に
必
要

な
手

帳
で

す
。

子

帳
は
上

肢
、
下

肢
、
体

幹
、

目

、
耳

、
言

語
、
心

臓

、
呼
吸

器
、

腎

臓

、

ぼ
う
こ

う

お
よ

び
直

腸

、

小

腸

等
に
障

害

が
あ
る
た

め
、
日

常
生
活

に
著

し
く

制
限

を
受

け

て

い
る
人
に
交
付

さ

れ
ま

す
。

身

体

障

害

者

手

帳

を

取

得

す

る

に

は

手

帳

の
申
請

に
は
次

の
書

類
が

必
要

で
す

。

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書

②
指

定
医

の
診
断

書

③
指

定
医

の
意
見

書
　

’

④
本
人
の
写
真
（
縦
四
セ
ン
チ
×
横
三

セ
ン
チ
　
二
枚

診
断
書

の
様

式
や
診

断
書

を
書

い
て

も
ら

う
医
師

に

は
決
ま

り

が

あ
り

ま
す

の
で
事

前

に
お
問

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

初
め
て

身
体

障
害
者

子
帳

を
申

第 １ 回

身体障害者手帳について

問しあわせ課℡366-7348 番

請
す
る
と
き
に
か
か
る
診
断
書
料

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
帳
に
つ
い
て
の
相
談
や
受
け

付
け
は
し

あ
わ
せ
課
で
行

い
、
県

知
事
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

身

体
障

害

者

手
帳

を

持

っ
て

い

る
人

の

援

護
内

容

①
税
金
（
所
得
税
、
住
民
税
等
の

控
除
）

②
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助

成③
舗
装
具
、
日
常
生
活
用
具
の
給

付①
自
動
車
燃
料
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
助
成

⑤
特
別
障
害
者
手
当
等
の
支
給

⑥
有

料
道
路
通
行
料
の
割
引

⑦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免

⑧
預
金
利
子
の
非
課
税
な
ど

援
護
内
容
は
、
障
害
の
個
所
や

等
級
（
一
～
六
級
）
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平

成
1
0
年
４

月
１

日
現
在

、
身

体

障
害

者
手
帳

を
所

持
し

て

い
る

人

は
市
内

で

六
千
八
百

五

十
人

で

す
。主

な
内
訳
は
次

の
と

お
り
で

す
。

①

肢
体
不

自
由

＝
三

千
七
百

八

十

三

人

（
満
五

十
五

歳
以
上

で
手

帳

を
取
得

す

る
人

が
多

く

な
っ
て

い

ま

す
）

②
内
部

障
害

＝
千

九
百
二

十
人

③
聴

覚
障
害

＝
五
百

四
十

五
人

公
文

書
公

開
の

受
け
付

け

や

相

談
は

、
市

役
所

別

館

一
階
行

政

資

料
セ
ン

タ

ー
内

「
公

文

書
公

開
コ

ー
ナ

ー
」

で
行

っ

て
い

ま
す

。

行

政
資

料
セ
ン

タ

ー
で
は

、
各

種
の

統
計

書

、
調

査
報

告
書

、
計

画
書

な
ど

を

は
じ

め

、
行
政

に

関

す
る
刊
行
物
や
資
料
を
取
り
そ
ろ

え
て
い
ま
す
(
一
部
を
有
償
頒
布
）
。

不
当
な
料
金
を
請

求不
適
切
な
点
検

不

特
定
多

数

の
人

が
利

用

す
る
特

殊

建

築
物

は
、
建

物
や
設

備

が
適
切

に
維

持

・
保

全

さ
れ
て

い
る

か
な
ど

を
、
所

有

者
等

が
専
門

家
へ
定

期
的

に
点

検
を

依
頼
し

て
、
市

長

に
結
果

を
報

告
す

る
よ
う

建
築

基
準
法

で
定

め
ら

れ
て

い
ま
す

。

報

告
期
限

５
月

３
日

金
　

対
象

①

劇
場

・
映
両

館
等

＝
地

階
ま

た
は
三

階
以

上

の
階
で
当

該
用

途

が
百

平

方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
当
該
用
途
の
客

席
部
分
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の

、
当
該
用

途

に
供
す

る
主

階

が
一

階
に

な
い
も

の
②

観
覧
場
・
公
会

堂
・

集
会
場
＝
地
階
ま
た
は
三
回
階
以
上
の

階
で
当
該
用
途
が
百
平
方
び
を
越
え

る
も
の
、
二
階
以
下

の
客
席
が
二
百

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
③
屋
外
観
覧

場
＝
客
席
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の
④

病
院
・
診
療
所
（
患
者
の
収
容

施
設
が
あ
る
も
の
）
　・
児
童
福
祉
施

設
・
旅
館
ホ
テ
ル
等
＝
地
階
ま
た
は

三
階
以
上
で
当
該
用
途

が
百
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
二
階
の
当

該
用
途
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の
　
報
告
事
項
建
築
物
の
敷
地
、
橋

造
お
よ
び
建
築
設
備
の
安
全
、
衛
生

防
火
お
よ
び
避
難
に
関
す
る
事
項

問
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係
℡
3
6
6
・

7
3
6
8
番

問市選挙管理委員会事務局

℡366-7386 番

立候補予定者説明会

問道路管理課業務係

℡366 一7357 番側溝敷設・手すり設置を援助します

工 事種別
工

法

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

アスファルト舗

装新設工事

Ａ 1,310 円/m2 1,840 円/m2

Ｂ 2,310円/㎡ 3,230 円/m2

アスファルト舗

装補修工事（オ

ーバーレイ）

Ａ 800 円/m2 1, 120円/m2

Ｂ 930 円/m2 1,310 円/m2

コンクリーﾄ 舗

装新設工事
Ａ 4,620 円/m2 6,460円/㎡

Ｕ字溝敷設工事

(蓋なし)
Ａ 4,410 円/m 6,170 円/m

Ｕ字溝敷設工事

(蓋つき)

Ａ 8,550 円/m 11,980 円/m
Ｂ 9,100 円/m 12,750円/m

Ｃ 9,710 円/m 13,590 円/m

Ｌ型溝敷設工事 Ａ 4,060 円/m 5,690 円/m

可変側溝敷設工事 Ａ

Ａ
現地設計による

手すり工事

実施機関 計

決定内容

請

求

取

り

下

げ

主な請求内容
開示

一部
開示

非開
示

文書不

存在

開

不
請
求

市長
54

件

13件 30

件

5件 3件 3件
基本構想 ・基本計画 等市の 各種計画策定に関

する会議録 、建築 事業計画に 関する文 書など

教育委員会 23 ８ ６ １ ５ ３ 予算の執行状況、出張の記録など

監査委員 １ ０ １ ０ ０ ０ 住民監査請求に関する文書

消防長 ２ ０ ２ ０ ０ ０ 防火対象物に関する文書など

議会 ８ ６ ２ ０ ０ ０ 常任委員会会議録など

合計 88 27 41 ６ ８ ６
開
示
申
出

教育委員会 ３ １ ２ ０ ０ ０ 教育委員会会議録、事故報告書など

議会 １ １ ０ ０ ０

０

０ 常任委員会会議録

合計 ４ ２ ２ ０ ０



集団検診

心掛けよう　年に一度の健康チェック

健康診査を受けましょう
申し込み

共通受診券を郵送_します

精密検査

精密検査が必要とされた人

は、医療機関での受診をお勧

めします。

個別検診

健康教育
健康相談

検診の結果、保健婦・栄養

士等が健康相談 、訪問指導を

行います。

表 ２　 各 種 健 康 診 査 一 覧

市では、がんや生活習慣病の早期発見のため、各種 健康診

査を行っています。がんや生活習慣病は、自分では気が付か

ないものです。健康診査を受けて、早期発見と生活習慣の見

直しをして健康に心掛け ましょう。

問健康課検診係℡366-7487 番

平

成

９

年

４
月

か

ら

基

本

健
康

診

査

や

が
ん

検

診

を
受

け

る
場

合

は

、
前

も

っ
て
受

診

の
申

し

込

み

を

し

て

い
た

だ

く

こ

と

に

な
り

ま

し

た

（
成

人

歯
科

健

康

診

査

は
共

通
受

診

券

な

し

で
受

け

ら

れ

ま
す

。

申

し

込

み

を

す

る
と

受

診
希

望
者

と

し

て

登

録

さ

れ

、

翌
年

か

ら

は

自
動

的

に

共
通
受

診

券

が
郵

送

さ
れ
ま

す
。

平

成
1
0
年

２
月
1
6
日

ま

で

に

申
し

込

み

を

し

た

人

に

は

、
共

通

受

診

券
と

案

内

文
を
郵

送
し

ま

し
た

。

受

診

す

る
と

き

に
は

、「
共
通
受

診

券
」

を

必

ず

持

参

し

て
表

１

の
集

団

検
診

会

場

や
表

３

の
医

療
機

関

へ

お

出

掛

け

く

だ

さ

い
。

２

月
1
7
日

以

降

に

申

し
込

ま

れ
た
人

に

は
、
順

次
郵

送
し
ま

す
。

受

診

を

希

望

す

る
人

で

、

申

し
込

み

が
ま

だ

の
人

は

、
至

急

市

役

所

ま

た

は

各

支

所

内

の

市

民

健
康

相

談

室

か

中

央

保

健
セ

ン

タ

ー
検

診

係
へ

直

接

お

申

し

込

み

く
だ

さ

い
。

費
用
が
免
除
さ
れ
る
人

①
老
人
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
人

②
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人

※
詳
し
く
は
検
診
会
場
、
ま
た
は
医

療
機
関
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

費
用
の
免
除
制
度
は

転
入
の
手
続
き
（
住
民
票
の
異
動
）

を
す

れ

ば
、
後
日

、
登

録

の
た
め

の

ハ

ガ
キ

が
郵

送

さ

れ
ま

す
。

必
要
事

項
を

記
入

し
て

投
か

ん
し
て

く
だ

さ

い
。

※集団検診会場では、胸部×線検査(対象15歳以上)を併せて実施しています。

※検診の対象者は、平成10年2月15日現在松戸市に住民登録をしている人で、平成11年3月31日現在の年齢が30歳以上の女性または40歳

以上で受診希望登録済みの人です。

※身体の不自由な人や手話の必要な人は、健康課にお気軽にご 相談く ださい。

転
入
し
て
来
た
人
は

受
診
の
際
、
受
付
に
共
通
受
診
券

を
提
示
し
、
受
診
記
録
欄
に
受
診
日

等
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
は
登
録
制

受
診
の
際
は
「
共
通
受
診

券
」
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

表 １　 集 団 健 康 診 査 日 程 一 覧 （ 前 期 ）

（基本健康診査･ 女性の健康診査･ 肺がん検診･ 大腸がん検診）

月　日 受　付　時　間 会　場　名

５／６水 午後1 時30分～2時30 分 千駄堀集会所

7木
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分 六実市民センター

別館

8金 午後1 時30分～2時30 分

11 月
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分
五香市民センター

12 火 午後1 時30分～2時30 分 八柱市民センター

14 木 午後1 時30分～2時30 分 松飛台市民センター

18 月
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分
中央保健センター

21 木
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分

常盤平保健センター

(ふれあい22内)

25 月
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分

二十世紀が丘市民

センター

27 水
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分

常盤平保健センター

(ふれあい22内)

29 金
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分

午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分

常盤平市民センター

6/2 火 東部スポーツパーク

3水
午前9時30 分～11 時

午後1 時30分～2時30 分
古ケ畸市民センター

受診の際は「共通受診券」を必ず

持参してください。

※午前中の検診は大変混み合うこと があります。

※各会場の駐車場が狭いため 、車での来場はご遠

慮く ださい。

※常盤平保健センタ ー(五香西3の7の1℡384-1333

番)が新設され 、新たに会場となりまし た。

乳がん集団検診・骨粗しょう 症予防検診の実施日時等については 、後日広報まつどに掲載します。

市役所・各支所内の市民健康相談室！

中央保健センター検診係のいずれかで

共通受診券の交付

検
診
の
流
れ

健
診
の
流
れ

健康診査 方 法 実施時期 実施場所 対象年齢 検　査　項　目 費　用

基本健康

診　査

集団 右記の集団日程表1で実施 40 ～59 歳
★身体計測　★検尿　★血圧測定　★問診　★血液

検査（1.貧血検査　2.肝機能検査　3.コレステロール
無　料

個別　4月～11 年3 月 委託医療機関
４.中性脂肪　5.尿酸　6.クレアチニン　7.血糖検査）

40 歳
以上　

※医師が必要と認めた人には心電図等の検査を実施します。

中性脂肪や血糖は、食事による変動が大きいのでより正確な判定を得る

ために右記事項を心掛けてください(ただし、水､お茶のみ可。医療機関

・集団会場どちらで受ける場合も共通）。

●午前中に受ける場合…できるだけ朝食をとらないでください。

●午後に受ける場合…できるだけ朝食は軽くして、昼食はとら

ないで受けてください。

女性の健康

診　査

集団

の み
右記の集団日程表1 で実施 35 ～39 歳

★身体計測　★検尿　★血圧測定　★問診　★血液

検査（１.貧血検査　2.肝機能検査　3.コレステロール

4.中性脂肪　5.尿酸　6.クレ アチニン　7.血糖検査）

無　料

肺がん検
診
(結核住
民健康診
断

集団 右記の集団日程表1で実施 40 ～59 歳
★胸部エック ス線検査

(間接撮影) ☆医師が必要と認めた

人には喀痰細胞診検査

を実施し ます。

無　料

ただし 、喀痰細

胞診検査は以 下

の全額

集団　　400 円

個別　　700 円

個別 4月～11 年3 月 委託医療機関 40 歳以上

★問診

★胸部エック ス楾検査

(直接撮影)

大腸がん

検　診

集団 右記の集団日程表1 で実施
40 歳以上

集団　　300 円

個別　　600 円

★問診

★便潜血反 応検査

問診の際は容器を受け取り、

後日提出となります。個 別 4月～11 年3 月 委託医療機関

子宮がん

検　診

集団 右記の集団日程表1で実施

30 歳以上

の女 性

★問診

★膣細胞診 ☆医師が必要と認めた

人には体部のがん検診

も併 せて実施し ます。

集団　　400 円

体部を併せての

実施は　800 円

個別 4月～11年3月　委託医療機関

★問診

★膣細胞診

★頸部細胞診

個別　　700 円

体部を併せての

実施は1,400 円

乳がん検診

集団 11年1 月～2 月 広報に掲載 30 歳以上

の女性

★問診

★ 触診

集団　　100 円

個別 4月～11 年3 月 委託医療機関 個別　400 円

胃がん検診
集団

の み
10 ～12 月

申し込み者に9月下

旬、旬月下旬，11

月下旬の3回に分け

て通知します。

40歳以 上

★問診

★胃部エックス線検査

※胃がん検診申し 込み者の み受診

集団　　500 円

成人歯科

健康診査

個別

のみ
4月～11 年3 月 委託医療機関 40歳以 土 ★口腔内検査と相談

※登録者以 外でも 自由に受診できます。
無　料



健康づくり講座

｢楽しいウォーキング｣

日　時 内　容

6/10水

午後1時10分べ3時

講話「ウォーキング」

健康増進センター運

勤指導員

6/11木

午前10時～正午

(雨天の場合は6月

12日金に順延)

21 世紀の森と広場ま

でウォーキング

会場小金保健セン

ター　定員先着30人

費 用無料

申 電 話で小 金保 健セ

ン タ ー ℡346-5601

番へ

広報ま つ ど1998 年(平成10年)5月5日

教室に参加するには

栄養コース

☆食生活を考える

実践編

運動コース

☆運動を実践する

ために

【実施会場】

中央保健センター

℡366-7489

番常盤平保健センター

℡384-1333番

小金保健センター

℡346-5601 番

問各保健センター

講
演
会
を
受
講
後
各
コ
ー

ス
を
選
ん
で
参
加

健
康
診
査
を
受
診

健康診査の結果説明等の講演が医師

からあります。

日時・会場については、健康診査を

受けたときにお知らせします。

今年度のテーマについては後日広報

まつどでお知らせします。

表３　 平 成 １０ 年 度　 委 託 医 療 機 関 一 覧（ 順 不 同 ）

松戸・明地区

青木内科 古ケ崎2－3245 364-1681

石島医院 南花島2―27―3 367-2131

遠藤医院 胡録台325―3 364－5443

364-2071
岡産婦人科稔台

クリニック
稔台38-4

奥隅医院 緑ケ丘2－285 362-1825

河井産婦人科医

院
上本郷3304

362-

1291

栗原医院 根本453 362-3105

栗はら医院

慶仁会医院

松戸1836 366-3332

本町18-6 一番館

ビル
367一131
1

コスモ松戸クリニック松戸1333-1 コス

モ松戸2階
368-1513

佐藤医院 松戸1780 364一639

1新東京病院 根本473-1 366 －7000

瀬嵐産婦人科 仲井町2－67 362-7553

高木医院 栄町5-313 364-0979

高田外科胃腸科 古ケ崎101-2 362-8237

竹下医院 古ケ崎2-3188-8 363-6286

田代ﾀﾄ科医院 松戸新田488-7 364-9976

立原医院

東葛クリニック

病院

東京健康管理ク

リニック

松戸1330 362-3718

樋野口822 364-5121

北松戸2-7-8 365-1211

内藤医院 栄町2-122 －3 368-0345

363-2489中島医院 竹ケ花西町310―34

西川内科医院 上本郷405 368一008

1橋本内科クリニック
上本郷858-2 368-1131

平野医院 本町6－7 362-2322

平林産婦人科医院 竹ケ花西町300 363-8118

発地医院 松戸2044 362-2531

363-1572

361-
3161

松戸ﾀﾄ科内科ク

リニック
上本郷2674-8

森岡クリニック 上本郷4384

森田医院

柳澤医院

松戸1392 362-3136

古 ケ崎803 364-1300

吉崎外科医院 松戸2042 362 －3800

西村内科循環器科　仲井町3-79-2 369-1011

東部・矢切地区

漆原医院 高塚新田152　　 392-6221

大町北クリニック 紙敷225-1 384-2903

健生診療所 栗山27 362-3753

391-1473小関内科医院
二十世紀が丘戸

山町113

中澤外科胃腸科 三矢小台2-17-8 362-4867

成宮医院 三矢小台2-14-14

高塚新田123-1

363-8521

ニッセイ聖隷クリニック
330－8298

362-6201

362-4383

391-3018

皆川医院 下矢切71

村田内科医院 三矢小台1-2-4

梨香台藤井医院 高塚新田512－8

若林胃腸科クリニック二十世紀が丘丸

山町50-1
391-8877

健
康

診
査

の

結
果

に

基
づ

き
、

生
活

習
慣
の

見
直
し

や
具

体
的

な

生
活
改

善
へ

の
行

動
目
標

を
持

つ

こ
と

が
で

き
る
よ

う
に

、
食
生
活

を
考
え

る

調
理
実

習
や

運
動
を

体

験
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

よ

り
健

康
で
充

実
し

た
生
活

を

送

る
目
安

と
し
て

、
参
加

し
て

み

ま
せ

ん
か
。

健康 の基本は日常の食生活から

〔 基本健康診査・肺がん検診・大腸がん検診・子宮がん検診・

乳がん検診（○印のついている検診が可能です）　　　　　

〕

常盤平・五香地区

秋山医院 常盤平2―14―9 387-5556

足立中央クリニック
日暮2-3-2 386-0088

宇野医院

岡村胃腸科外科

金ケ作408-280 386-4822

牧の原1-23-6 384-3667

勝呂医院 常盤平2-27-12 387－7105

門野診療所
常盤平1-14-1長

谷川レジデンス
384-9639

川井産婦人科医院

北丘 クリ ニック

常盤平陣屋前10-

2
386-5111

五香六実734－77 387-1413

久保田医院 常盤平7-5-5 387－5454

五香母子クリニ

ック
常盤平5-14-8 387-5558

後藤医院 日暮6-135 384-7471

新八柱台病院 日暮1-7-1

0

387-2501

田所医院 常盤平5-16-3 387-5636

千葉西総合病院 金ケ作107-1 384-811

1東京病院松飛台 串崎南町27 384-3111

常盤平小児科内

科医院
常盤平2-11-12 387-7220

常盤平中央病院 常盤平6一1-8 387-4121

鳥居内科 常盤平6-11-7 387－5559

ジュノ・ヴェスタ

ケリニック八田
牧の原2-48 385-3281

羽岡医院 日暮5-218 386-8228

388-0707花輪医院
常盤平西窪町9-

12

古幡医院 六高台-138 384-1200

牧の原クリニック 牧の原2-48 一5 389-8311

387 －7420三国医院

三橋医院

金ケ作412－4

五香西2-12-1 387 －5553

宮内外科医院
常盤平西窪町1-

10
387-4608

森医院 常盤平5-9-17 387-7132

山 口医 院 常盤平石-8－17 386-8128

吉田医院 常盤平2-5 387-5438

米沢医院 五香南2-22-12 387 －5550

六高台病院 六高台1-103 385-2251

五香駅ビルクリ

ニツク

常盤平5-19-1 五

香駅西ロビル
384 －6050

馬橋地区

市場医院 中和倉161-5 342-1069

江沢内科医院 馬橋1770－1 342-2014

大川病院 馬橋1902 341-3011

恩田病院

古池外科胃腸科

馬橋1828 341-

1265八ケ崎1-32-5 342-1062

兒玉医院 三ケ月1543 345-6971

高山医院 馬橋2559 341-3032

友木医院 八ケ崎3-32-9 341-3401

八ケ崎医院

藤田医院

八ケ崎3-66-1 341-

5118西馬橋2-19-1 341-2008

344-3311松戸神経内科 旭町1-160

馬橋クリニック 西馬橋相川町117343-5011

ゆりのきクリニック 西馬橋蔵元町183
シティ・プラザ

340-02
31

（
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
）

健
康
づ
く
り
教
室

小金・小金原 ・新松戸地区

旭神経内科病院

足立ﾀﾄ科胃腸科

栗ケ沢789-1

0

385-5566

新松戸5-225 345-0567

井口医院 横須賀1-19-4 341-2466

伊藤医院 大金平4-335 341-1368

岩本医院 大金平4-222-2 342-1065

いらはら診療所 小 金 原4-25-7 347-2231

大久保医院
小 金きよし ケ丘

1-13-6
342-1076

大和田医院 新松戸南2-20 3４5-1122

岡田医院
小 金きよし ケ丘

2-20-8
341-
0816

おのクリニック 新松戸3-206-2 341-2011

菊池医院

北原整形外科

ニツ木1433 343-4568

小金原7-20-15 343-1

016工藤医院 大金平2-108-1 342-3207

熊谷内科 新松戸南1-166 345-3333

黒澤外科胃腸科

医院
小金原7-8―5 341-2007

小泉産婦人科医院
小 金きよし ケ丘
1--12-16

342-

1071

小金原小児科内

科医院
小金原7-12 341-2006

小金原病院 小金原6-1-2 341-1131

斉藤医院 殿平賀197 341-0204

新松戸診療所 新松戸4－2 343-9271

新松戸中央病院 新松戸1-380 345-1111

新松戸レディス

クリニック 新松戸2-38 345-5191

鈴木内科医院
小金きよしケ丘
5-10-7

344－3411

高江医院 小金原8-17-2 341-3286

高橋整形外科 小金原9-31-6 341－5564

とくいずみ医院

富岡産婦人科医院

新松戸6-131-1 345-6000

小金原6-8-11 342-

1078
橋本内科医院 小金原5-39-19 341-9474

檜山外 科胃 腸科

医 院
大谷口356 341-3281

平敷産婦人科医院新松戸5-4-1 345-8758

三甫医院 小金原6-12-1 341-0113

森内科クリニック 新松戸6-125 346-1818

山本病院
小金きよしケ丘
2-7-10

341-3191

湯原産婦人科医院

よなは産婦人科
医院

小金原5-20-7 341-6185

小金原7-19-8
341-

3555

斉藤内科・心療

内科クリニック

小金8-6大正堂

ビル
346―6655

愛内科クリニック
新松戸2-15森ビ
ル 348-4817

小金原健診クリニック小金3高橋ビル3
階

348-7201

タカハシクリニック
幸田2-72 349-2211

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
講
演
会

結
果
説
明
会
・
健
康
教
室
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情報

チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)

お

は

な

し

キ

ャ
ラ

バ
ン

「
お

す

す

め
絵
本
講
座
・
子
育
て
に
生
か
す

絵

本

」

①

５
月
1
6
日

土
常
盤

平
市

民

セ
ン

タ
↓

②
2
3
日

土
六
実
市

民

セ
ン

タ

ー

②
３

日
土

馬
橋
市

民

セ
ン

タ

ー
　

時

間
各
午
前
1
0
時
～
1
1
1
1
時
３
分
　
対
象

乳
幼

児

の
お
母

さ

ん
ま

た

は
絵
本

に

関
心

の
あ
る
人

定

員
先

着
各
五

十

人

費

用
無
料

申
５
月

６
日

水

か
ら
、
電

話
で

財
松

戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
℡
3
4
4
・

3
0
3
7
番
へ

触

れ

合

い
カ

ラ

オ

ケ

教

室

５
月
８
日
か
ら
毎
月
第
一
・
四
金

曜
日

午

後
７

時
～

９
時

会
場

オ
オ

イ
文

化

セ
ン

タ
ー
（
み

の
り
台

駅
前

）

講
師
中
村
圭
秀
氏
　
定
員
先
着
二
十

人
　
費
用
月
二
千
円

申

電
話

で
稔
台

支
化

団
体

連
絡

協
議

会

・
大
井

℡
3
6
4・
9
3
8
7

番

へ

盆
養
菊
植
え
込
み
講
習
会

５
月
2
4日
日
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料

問
千
松
菊
花
会
・
結
城
℡
3
6
3
・
5
9

8
5
番

女

性

就

業

技

術

講

習

会

（
老

人

介

護

）

６
月

８
日

～
８
月

４
日

の
月

・
火

・
木

・
金
曜

日
〔
全

二
十

六

回
〕
、
午

前

９
時

３
分

～
午

後
３

時
３
分

会

場

千
葉

県
女

性
就

業
援
助

セ

ン

タ
ー

対

象

ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
二

級
資
格

を

身
に
付
け
就
業
を
望
む
女
性
（
全
日
程

出

席
で

き
る
人

、
学

生
は
不
可

）
　
定

員
二
十

八
人

抽

選
）
費
用

無
料
（
教

材

費

・
実
習

費

は
実
費
）

申
５
月
1
2
日
火
・
1
3
日
水
の
午
前
９

時
～
午

後
３

時
３

分

の
間
に

、
本

人

が
印

鑑
と

ハ

ガ
キ
を

持

つ・
て
千

葉

県

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
（
℡
0
4
3
・

2
4
7
・
8
5
4
1

番

）

へ

５

月

は

消

費

者

月

間

で

す

「
学
び
考
え
、
行
動
す
る
、
と
も

に

築

こ

う
く

ら

し

の
ル

ー
ル
」

日時5月22 日金午後1時～3時30 分

会場市民劇場

内容①消費者保護と自己責任： 弁護士・池本誠司氏

②消費者問題の漫才・コント： 法政大学落語研究会

費用無料（保育あり2歳以上10 人・15日までに予約を）

問消費生活課℡366-7329番

女

性

就

業

技

術

講

習

会

（
ワ

ー

プ

ロ

）

５
月
2
7
日
～

７
月
1
0
日

の
水

・
木

・
金
曜
日
〔
全
二
十
一
回
〕
、
午
前
９

時

３
分

～
午

後
３

時
３
分

会

場
市

川
市

女

性
セ

ン

タ
ー
　

対

象
技

術
を

身

に
付

け

就

業

を

希

望

す

る

女

性

（
全
日
程
出
席

で
き

る
人

、
学
生
は
不

可
）
　

定

員
二
十

人

（
抽
選

）
　

費

用
無

料
（
教

材
費

・
検
定

料

は
実
費

）

申
５
月

７

日
木

・
８

日
金

の
午

前
９

時

３

分

～
午

後

３

時

３
分

の
間

に

、

本

人

が
印

鑑
と

ハ

ガ
キ
を

持

っ
て
市

川
市

女
性
セ

ン

タ
ー

（
市

川
市

市
川

一

の
二
四

の
二

）
　へ

問

千
葉
県

女

性
就
業

援
助

セ

ン
タ

ー

℡
0
4
3
・
2
4
7
・
8
5
4
1
香

ふ

れ

あ

い
教

室

「

フ
ラ

ワ

ー
ア

レ

ン
ジ

メ

ン

ト

」

６

月
９

日
～
3
0
日

の
毎
週
火

曜
日

〔
全
四

回
〕
、
午
後

６
時
3
0
分

～
８

時

3
0分

会

場
勤

労
会
館

対

象
市

内

在

住

・
在

勤

の
勤

労
者
　

定
員

十
人

（
抽
選

）
　
費

用
六
千

五

百
円
（
花

材

費

・
花
器

代
を
含

む
）

申
５

月
1
9
日
火

〔
消
印
有

効

〕

ま
で

に

、
往
復

ハ

ガ
キ

に
住

所

・
氏

名

・

年
齢

・
電

話
番

号

・
講
座
名

を
記

入

し

て
、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市

根
本

三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所

商
工

観
光

課

労
政

係
（

℡
3
6
6
・
7
3
2
7

番

）
へ

講

演

会
「
千

葉

県

の

郷

土
料

理

」

５
月
1
9
日
火
午
前
1
0
時
～
1
1
時
３

分

会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

講

師
千
葉
県
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会
・

龍
崎
英
子
氏
　
費
用

無
料

申
電
話
で
常
盤
平
保
健
セ
ン
タ
ー
℡

3
8
4
・
1
3
3
3
番
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者
講

習

会

５
月
1
6日
か
ら
の
毎
週
土
曜
日
午

後
３
時
～
５
時

会
場

常
盤
平
体
育

館

定
員
男
女
各
先
着
十
五
人

費

用
九
千
円

〔
全

十
二
回
〕

申
電
話
で
ス
イ
ン
グ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
・
本
祥
℡
3
4
4
・
8
2
5
8
番
へ

公

開

教
養

講

座

５
月
～
1
1
年
１
月
の
毎
月
一
回
土

曜
日
（
８
月
を
除
く
全
八
回
）
午
後

１
時
～
３
時
　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
国
際

化
の
時
代
を
生
き
る
　
会
場
東
洋
学

園
大
学

定

員
先
着
百
人

費
用

無

料
（
諸
経
費
が
二
千
円
必
要
）

問
東
洋
学
園
大
学
事
務
部
℡
０
４
７

１
・
5
0
・
３
０
０
１
番

市

制

施

行
五

十

五

周

年

二

〇

二

〇
年

の

松

戸

づ

く

り

・

新

総
合

計

画

講

演
会

５

月
1
5日
金
午

後
２
時
～
４

時
　

会
場

森
の

ホ

ー
ル
2
1小

ホ
ー

ル
　

内

容
二

〇
二
〇
年
を
目

指
し
た
新
総
合

計
画
が
４
月

に
ス
タ

ー
ト
、「
新

総
合

計
画
の

意
義
と
読
み
方

」
に
つ

い
て
の
記

念
講
演

会
　

講
師
東
北

芸
術
工
科
大
学

教
授
・
水

島
孝
治
氏

（
松

戸
市
基

本
構
想
・
基
本

計
画
審
議
委
員

会
会
長
）
　

費
用
無
料

里
器
で
政
策
企
画
室
℡
3
6
6
-
7
3
1
1
番
へ

女

性

の

講

座

①
子
育
て
中
の
あ
な
た
に

５
月
2
6
日
～
７
月
1
4
日
の
毎
週
火

曜

日

〔
全
八

回
〕
、

午

前
1
0
時
1
5
分

～

午
後
Ｏ

時
1
5
分

会
場

常
盤
平

市

民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
子
育
て
期
に
こ

そ
考
え

た

い
こ

と

、
充
実

し
た

生
き

方

を

め
ざ
し

て
、

人
権
感

覚
を

磨
く

ほ
か
　

講
師
女

性

の
学
習

情
報

を

つ

な
ぐ
会

・
西

山
恵

美
子
氏

ほ

か
　

対

象

小
学

生
ま

で
の
子

ど
も

を
持

つ
女

性

定

員
二

十
五
人

（
抽

選
）
　

費

用

無
料

②
さ
わ

や
か

な
自
己

主
張
の

す
す
め

６
月

３
日

～
７

月
1
5日

の
毎

週
水

曜
日
〔
全
七

回
〕
、
午

前
1
0
時
～
正

午

会
場
女

性
セ

ン
タ

ー
ゆ
う

ま
つ

ど

内

容
自

分
も

相
手

も
大
切

に

す
る

自

己
表

現
方
法

に

つ

い
て

ロ

ー
ル

プ
レ

ー

（
役
割

劇
）

を
中

心
と
し

た
ト

レ

ー

ニ
ン

グ
　

講
師

心
理

カ

ウ
ン
セ

ラ

ー
・
松
田
知
恵
氏
対
象
市
内
在
住

の

女

性
　

定

員

二

十

人

（
抽

選

）

費
用

無

料

※

保
育

あ
り

（
二

歳
以

上

各

十

人
）

申
５
月

Ｂ
日

水

〔
必

着
〕

で
、
往

復

ハ

ガ
キ

に
講
座

名

・
住
所

・
氏
名

・

年

齢

・
電

話
番

号

（
保
育

希
望

者
は

子

ど

も

の
名

前

・

年
齢

・
性

別

も

）

を

記
入

し
て

、
〒
2
7
1
‐
0
0
9
4

松

戸

市
上
矢
切
二
九
九
の
一
総
合
福
祉
社
会
館
内
矢
切
公
民
館
女

性
の
講
座
係
（
℡

3
6
8
・
1
2
1
4

番

）
　へ

ス

ポ

ー
ツ

カ

ヌ

ー

ス

ク

ー

ル

６

月
６
日

～
2
1
日

の
土
曜

日
午

後

１
時

３
分
～

３

時
３
分

・
日
曜

日

午

前
1
0
時
～
正

午

の
う

ち
都

合

が
良

い

三
日

間
　

会
場

江

戸

川
（
三

郷

有

料

橋
下

）
　

対

象
小

学
四

年
生
以

上

の

で
健

康
で

多
少

泳

げ
る
人
　

費
用

九

千
円

（
軽

食

・
保

険
料

を
含

む
）

申
５

月

２

日

水

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

ハ
ガ
キ
ま

た

は
フ

ァ
ッ

ク
ス
で
都

合

が
良

い
日

（
三
日

間
）
　・
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・

電

話

番

号

を
記

入

し

て
、
〒
2
7
0
-
0
0
2
1
松
戸
市
小
金

原
三

の
一
八

の
一
三

の
三

〇
三
松

戸

市
カ
ヌ
ー
協
会
・
岡
田
威
夫
℡
F
A
X

3
4
2
・
9
4
3
9

番

へ

中

高

齢

者
リ

ズ
ミ

ッ

ク

カ
ン

フ

ー
教
室

５
月
３
日
～
７
月
1
4日
の
毎
週
火

曜
日

〔
全
八
回
〕
、
午
前
９
時
３
分

～
1
1
時
　
会
場
運
動
公
園
剣
道
場

対
象
三
十
歳
以
上
　
定
員
先
着
三
十

人
　
費
用
無
料

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課

℡
3
6
3
・
9
2
4
1
番
へ

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室

５
月
1
6日
・
３
日
・
３
日
、
６
月

６
日
の
土
曜
日

〔
全
四

回
〕
、
午
後

７
時
～
９
時

会
場
小
金
原
体
育
館

費
用

．
回
百
円

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
日
江
井
℡
3
4
2
・

7
0
6
8
番

な
ぎ

な

た

教

室

５
月
８
日
～
６
月

丿
日

の
毎
週
金

曜
日
〔
全
八
回
〕
、
午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
運
動
公
園
剣
道
場
　
費
用

千
四
百
円

（
保
険
料
）

申
当
日
会
場
で

問
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
野
口
℡

3
4
5
・
0
4
1
0

番

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

６
月
1
4
日

日
午

前
５

時
伊

勢
丹

松

戸
店
前
集
合
、
午
後
８
時
帰
着
予
定

行
き
先

東

京
都
奥

多
摩
三

頭

山
　

対

象

中

学
生
以

上
　

定
員

先
着

三
十

五

人
　
費
用
一
万
円
（
中
学
生
九
千
円
）

申
電
話
で
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋

℡
3
8
7
・
1
7
8
4
番
へ

生

活

講

習

会

５
月
1
9
日
～

７
月

７
日

の
隔
週

火

曜
日
〔
全
五

回
〕
、
午

前
1
0
時
～
正

午

会

場
松

戸
友

の
家

内

容
衣

食
住

家

計

等

の
家
事
を

楽
し

く
す

る
工
夫

や

考
え

方

の
実
習
　

費
用

四

千
五

百
円

※
無
料

託
児
所

あ
り

（
一
歳
以
上

）

申

電

話

で
松

戸

友

の

会

・

藤

井

℡

3
6
3
・
7
6
2
2
番
へ

セ
リ

フ

入

門

講

座

「
向

田

邦

子

作

品
よ

り
脚

本

を
読

む

」

５
月
1
2
日

～
７
月
2
8
日

の
毎

月
第

二
・
四
火
曜
日
〔
全
六
回
〕
、
午
後
７

時
～
９

時

会
場

オ
オ
イ

文
化

セ

ン

タ
ー
（
み
の
り
台
駅
前
）
講
師
松
戸

市
民
劇
団
団
長
・
石
上
瑠
美
子
氏

定

員
先
着

十
五

人

費
用

五
千

円

申
電
話

で
稔

台
文
化

団
体

連

絡
協
議

会

・
大

井

℡
3
6
4・
9
3
8
7

番

へ

再

生

自

転

車
を

即

売

５
月
1
7
日
日
～
1
9
日
火
、
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
３
時
　
会
場
生
き

が
い
福
祉
セ
ン
タ
１
　
販
売
台
薮
五
千
台
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
価

格
七
千
円
～
一
万
一
千
円
　
交
通
五
香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
ハ
ス
「
小

新
山
」
行
き
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き
で
、
新
栄
町
入
口
下
市

問
社
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
℡
3
8
4
・
3
1
9
1
番

家

庭

婦

人

ク

ラ

ス

別

ダ

ブ

ル

ス

テ

ニ

ス

大

会

６
月

３
日

水

・
1
0日

水

（
予
備
日

1
2日

金
）

午
前
９

時

か
ら
　

会
場
栗

ケ
沢
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在
住

・
在

ク

ラ
ブ

・
家
庭
婦

人
テ

ニ
ス

協

会
加

盟

の
ク

ラ
ブ
員

費
用

一
般

一

人
千

五
百

円

・
ク
ラ

ブ
員
一
人
千

円

※
ク
ラ
ブ
員
以
外
の
人
は
、
５
月
2
4

日
日

以

降
に
電

話

で
組
み

合
わ
せ

を
確
認

し
て

く
だ

さ
い
。

５
月

２
日

水
〔
必
着
〕
ま

で
に

、
ハ

ガ
キ
に
住

所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・

在
籍
ク
ラ
ブ
名
・
希
望
ク
ラ
ス
（
Ｓ
Ａ

・
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

）
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
0

-
0
0
2
1
松
戸
市
小
金
原
八
の
二

二

の

二

一
松
戸
市

家

庭
婦
人

テ

ニ
ス

協
会
・
日
江
井
裕
子
（
℡
3
4
2
・
7
0
6

8
番

）

へ

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

・

ラ

ン

ク

別

ダ

ブ

ル

ス

戦

５
月
１
２
日
火
午
前
９
時
か
ら
　
会

場

運
動
公

園

体
育

館
　

対
象

市
内

在

住
・
在
勤
の
女
性
　
費
用
一
人
六
百

円申

５
月

６
日

水
午
前
1
0
時

か
ら
運

動

公

園
会

議
室

で
行
う

組
み

合
せ

会
議

に
て

問
松

戸
市

家

庭
婦
人

卓
球

連
盟

・
石

川

℡
３

・
6
2
5
5

番

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会
５
月
1
3日
水
午
後
１
時
３
分
～
３

時
３
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
五
歳
以
上
の
人
定

員
先
着
二
十
人
　
持
ち
物
運
動
着
・

上
履
き
　
費
用

無
料

申
電
話
で
青
少
年
会
館
℡
3
4
4
・
8
5

5
6
番
へ

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

申
当
日
会
場
で

消費者保護基本法制定30 周年・市制55周年
記念講演会「消費者保護と自己責任」

教室名 日時 会場 問い合わせ 費用

グラウンド・

ゴルフ

5/9 土

午前9時～正午

八ケ崎第二小

学校校庭

体育指導委員

吉村℡341-

3323 番

無料

グラウンド・

ゴルフ　　 ※

5/17'日

午前9時～正午

新松戸南小学

校校庭

体育指導委員

木下℡365-

3429 番

親子ミニバス

ケツトボール

5/9土

午前9時受付

上本郷小学校

体育館

体育指導委員

武井℡362-

9020 番（夜間）

※持ち物鉛筆

講
座
・
講
演
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催

し

物

星

空

観

望

会

５
月
1
6日
土
①
「
今
夜
の
星
空
ガ

イ
ド
」

＝
午
後
６
時
～
６
時
5
0分
②

観
望
会
（
望
遠
鏡
を
使
い
観
望
、
雨

天
・
曇
天
時
は
ド
ー
ム
内
で
天
文
現

象
や
ニ
ュ
ー
ス
を
解
説
）

＝
午
後
７

時
～
８
時
３
分

会
場
①
市

民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
②
屋

上
　
定
員

先
着
八
十
人
　
費
用

無
料

申
電
話
で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
℡
3
6
8
・
1
2
3
7
番
へ

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

新

番

組
「

星

座

の

歴

史

」

星
空

に
見
え

る
星

座
た

ち

は
、

い

つ

ご
ろ
、
ど

こ
で

、
ど

の
よ
う

に

つ

く

ら

れ
て
き

た

の
で
し

ょ
う

か
？

星

座
に

つ
い
て

探
っ
て

い
き
ま
す

。

投
影

期
間
６

月
2
8
日
ま

で

の
土

・

日

曜
日

・
祝
日

の
み
　

投
影

時
間

一

回
約
五

十
分
　

費
用
大

人
五
十

一
円

、

小

人
三

十
円

※
投
影

時
間

は
お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ
い
。

開
始
三

十
分

前
か

ら
券

を

発

売
し
ま

す

。

問
市

民

会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

℡

3
6
8
・
1
2
3
7
番

チ

ャ
リ

テ

ィ

ー
ダ

ン

ス

パ

ー

テ

５
月
1
7日
日
午
後
３
時
３
分
～
８

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1レ
セ
プ
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
　
費
用

千
円

申
電
話
で
佐
藤
℡
3
8
7
-
3
0
3
9
番
へ

松

戸
東

・
中

央

子

ど

も

劇

場

低

学
年

例
会

「

ル

ド
ル

フ

と

イ

ッ

パ
イ

ア

ッ

テ

ナ
」

５
月
1
7日
日
午
後
２
時
３
分
～
４

時
2
0
分
会
場
市
民
会
館
内
容
フ

ォ
ー
リ
ー
ズ
に
よ
る
親
と
子
ど
も
の

た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　
費
用
三
千

二
百
円

問
松
戸
東
子
ど
も
劇
場
・
荒
井
℡
3
8
4

・
0
5
0
4

番

（
昼

の
み
）

劇

団

奇

想

天

外

公

演
「

一

瞬
（
と

き

）
は

ガ

ラ

ス

細

工

の

よ

う

に

」

５
月

９
日

土
午

後
７

時
開

演
、
1
0

日
日
午
前
1
1
時
・
午
後
３
時
開
演

会
場

青

少

年

会
館
　

費
用

八
百

円

、

高

校
生

五
百
円

（
前
売

り
は
各

百
円

引

き
）
、
六
十

五
歳
以

上
と
中

学
生
以

下

は
無

料

問
劇
団
奇
想
天
外
・
谷
村
℡
3
4
9
・
1

4
7
2

番

福

祉

バ

ザ

ー

５
月
1
0
日
日
午
前
1
1
時
～
午
後
２

時

会

場
常
盤

平
市

民

セ
ン

タ
ー

※
品
物

の
提

供
に

ご
協

力
ぐ
だ
さ

い
。

※

い
ぶ
き

の
広
場

ほ
か

の
作

品
展
示

即
売

も
開

催

。

問

障
害

者
問

題
研

究
会

松

戸
サ

ー
ク

ル
・
近
藤
℡
3
8
7
・
1
6
6
7
番

大

正

琴

演

奏

会

５

月
1
7日
日

午

後
１

時
～
４

時

３

分

会
場
市

民
劇

場

内
容

市

内
の

大

正

琴
愛
好

者

に
よ

る
合
同

演
奏

費

用
無

料

問
松
戸
あ
け
ぽ
の
会
・
江
坂
℡
3
9
2
・

6
7
2
4

番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

５

月
1
3
日

水

午

後

１

時
～

４

時

会
場

勤

労
会
館

※
契

約
書

等

が
あ
れ

ば
ご
持

参
を

と
や
問

松

戸
惜
地

借

家
人
組

合

・
外
谷

℡

3
4
5
・
3
5
4
8

番

よ
こ

す

か
ウ

イ

ン

ド

ー
ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ー
ポ
ッ

プ

ス

コ

ン

サ

ー

５
月
2
4
日
日
午
後
２
時
～
４
時
３

分
　

会
場
市
民
会
館
　
内
容

ウ
ェ
ス

ト
サ
イ
ド

ー
ス
ト
ー
リ

ー
、
ル
バ
ン

三
世
の
テ
ー
マ
な
ど
　
費
用

無
料

問
よ
こ
す
か
ウ
イ
ン
ド

ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
渋
谷
℡
3
6
8
・
1
4
5
4
番
（
夜

問
の
み
）

紙

に

描

い
た
風

景

画

展

５
月
1
4日
木
～
1
9日（

午
前
1
0時

～
午
後
６
時

（
初
日
は
正
午
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
　
会
場

ア
ー
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
ま
っ
ど
　
内
容

紙
を
使
っ
た
風
景
画

費
用

無
料

問
淡
彩
画
会
ホ
ワ
イ
ト

ー
マ
ッ
ト
・

菊
地
℡
3
8
4
・
0
7
3
9

番

全

国

一

斉

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

５

月
1
7
日
日

午
前
1
0
時

開
始
　

コ

ー
ス
①
健
脚
神
だ
の
み
（
五
・
五
キ
ロ
）

上

本
郷

駅
ス

タ

ー
ト

②
知

っ
て
ト

ー

ク
と
く
（
四
・
八
キ
ロ
）
松
戸
駅
ス
タ

ー
ト
②
松

戸

宿

・
ロ
ビ

ン
足

（
四

・

一
キ
ロ
）
松
戸
駅
ス
タ
ー
ト
（
こ
の
コ

ー
ス

の
み
車

い
す

で
の
参

加
可

）
定

員

各
先

着
二
百

人
　

費
用
三
百

円

申
往

復
（

ガ
キ

に
希

望
コ

ー
ス

（
第

二

希
望

ま

で
）
　・
住
所

・
氏
名

（
複

数

の
場

合

は
代
表

者
に
○

印

を
）
　・

年

齢

・
電
話
番

号

を
記
入

し

て
、

〒

2
7
0
-
0
0
2
1
松
戸
市
小
金
原
八
の

一
三
の
二
の
一
の
三
〇
三
松
戸
レ
ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン
協

会

・
伊

藤

（
℡

3
4
2
・
7
4
1
9
番
）
へ

「
み
ん
な
が
写
し
た
2
1
世
紀
の
森

と

広

場

写

真

展

」

出

品

作

品

を

募

集内

容

自
然

や
人

々

の
ふ

れ
あ

い
を

テ

ー
マ
と
し

、
2
1
世

紀
の
森

と
広
場

で
撮

影

さ
れ
た
Ｌ

サ
イ

ズ
以

上
四
切

ま
で
の
写
真
（
一
人
二
点
ま
で
、
Ｌ

サ
イ

ズ

は
四

枚

で

一
点
）
　

展
示

期

間
1
0月

２
日

金
～
1
7
日
土

申
９
月
１
日
火
～
1
0
日
木
の
間
に
、

応
募
用
紙
（
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
と

各
支

所
で
配

布
）

に

必
要

事

項
を
記

入
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
2
7
0
-

2
2
5
2

松

戸
市

千

駄
堀

二

六

九

2
1世

紀

の

森

と

広

場

管

理

事

務
所

（
℡
3
4
5
・
8
9
0
0
番
）
へ

千

葉

県

警

察

官

募

集

対
象

大
学

卒
お
よ

び
卒

業
見
込

み

ま
た

は
同

等
の
資

格

が
あ
る

と
認

め

る

男

子

・
女

子

、

そ

の
他

の
男

子

受
付
期
限
５
月
2
0
日
水
試
験
日
６

月
６
日
土
（
一
次
）
　
試
験
会
場
運

転
免

許
セ

ン

タ
ー

※
詳
細

は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

問
松
戸
警
察
署
℡
3
6
9
・
0
1
1
0
番

松
戸
東
警
察
署
℡
3
4
9
・
0
1
1
0
番

千

葉

県

調

理

師

試

験

７
月
1
5
日

水
　

会

場
千

葉

ポ
ー
ト

ア

リ

ー
ナ

（
千

葉
市

）
　
　
願

書
受

付

期
間
５

月
1
8日

月
～

２
日

水

※
願
書
は
４
月
2
7
日
月
か
ら
松
戸
保

健
所
で

配
布

。

問

松
戸

保
健
所

地
域

指
導
班

栄

養
担

当
℡
3
6
1
・
2
1
2
1
番

自

宅

の

健

康

診
断

を

し

て

み

ま

せ
ん

か

５
月
2
7
日
水
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
　
会
場
市
役
所
本
館
三
階
会
議

室
　
内
容
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

・
補
強
方
法
の
相
談
　
持
ち
物
自
宅

の
平
面
図
（
間
取
り
図
）
等
　
費
用

無
料

※
次
回
は
常
盤
平
に
小
金
原
・
六
実
地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係
℡
3
6
6
・
7
3
6
8
番
へ

移動図書館みどり号特別企画・キャラバン　ミニおはなし会

移動図書館みどり号 駐車場と時間表

5/12

火

5/13

水

10:50 ～11 : 30 1:10～1:40 2:10～2:40 3:20 ～3:50

三ヶ月

嶋谷台児童公園

幸田

第２市営住宅

新松戸

あおぎり公園

上本郷

アクティ北松戸

10:50 ～11:20 1:O0～1:500 2:10～2:50 3:20 ～3:50

和名ケ谷

中台子供の遊び場

常盤平

やまぶき公園

牧の原

牧の原団地

河原 塚

マンションエクステ東松戸

5/14

木

5/16

土

10:50 ～11 :30 1:1O～1:40 2:00 ～2:30 ３:1O～3:50

北松戸

仲台公園

10:50 ～11:30

千駄堀

水戸工業清和寮

1:1O～1:50

上本郷

三井生命寮横

南花島

中町公園

2:10 ～2:40 3:20 ～4:00

高塚新田

梨香台団地

高塚新田

高塚団地

高塚新田

セイコー高塚寮

野菊野

野菊野団地

5/17

日

10:50 ～11:30 1:00 ～1:30 2:00 ～2:30 ３:1O～3:50

小 山

マンションサングリーン松戸

下矢切

立身台公園

秋山

日新製鋼社宅

松戸三丁目

松戸三丁目公園

問市立図書館℡365―5115番

21世紀の森と広場　 パークセンター催し物

保
健
・
衛
生

東

松

戸

病

院

健

康
塾

５
月
1
8日
月
午
後
２
時
～
３
時
３

分
　

会

場
東
松
戸

病
院
大
会
議
室

内
容
講
演
「
最
近
気
に
な
る
肺
の
病

気

い
ろ
い
ろ
」
　
講
師
東
松
戸
病
院

呼
吸
器
科
部
長
・
鈴
木
俊
英
氏

定

員
先
着
七
十
人
　
費
用

無
料

申
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医

療
室
℡
3
9
1
・
5
5
0
0

番
へ

療

育

相

談

５
月
1
4日
木
　
受
付
時
間
午
後
１

時
～
１
時
3
0分

会
場
松

戸
保
健
所

対
象
乳
児

の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受

診
者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談

等
を
希
望
す

る
十
八
歳
未
満

の
人

（
予
約
制
）
　
費
用

無
料

※
乳
幼
児

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

℡
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

行　　事　　名 日　　　時 講　　師 定　員

園芸教室「ブ ルーベリーの育

て方』

5/20 水

午後1時30分～3時

みどりの相談員

田口峯男氏
40人

こども 自然体験
5/23 土

午前10時～正午

自然解説員

前園泰徳氏

松葉光豊氏

小1～小6

20 人

みどりの教室「緑の中でネイ

チャーゲームを楽しもう」

5/24(日)

午前10時～正午

まつどネイチャーゲー

ムの会・水上道子氏 ’
30人

みどりの講習会「初夏を飾る

ハンギングバスケット」※1

5 /31日

午後1時30分～3時30分

清水公園顧問

青島尚祐氏
30 人

園芸教室「夏野菜のじょうず

な手入れ」

６／３水

午後1時30分～3時30分

みどりの相談員

小林喜代次氏
40人

みどりの教室「やさし い植物

写真の撮り方」　　　　※2

６／６土･7 日

午後1時30分～3時30分

日本山岳写真協会

会員・益子清見氏
30人

園芸教室『7 ・8月の園芸作業]
6/14(日)

午後1時30分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

よ

い
歯
の

コ

ン

ク

ー
ル

（
高

齢

者

・
母

と

子

）
参

加

者

を

募
集

対
象
①
高
齢
者
１
４
月
１
日
現
在

八
十
歳
以
上

（
人
正
７
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
自
分
の

歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
、
さ
し
歯
可
）
が

二
十
本
以
上

あ
る
人
②
母
と
子

＝
平

成
９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
1
0年
３

月
3
1日
ま
で
の
間
に
三
歳
児
歯
科
健

康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
母

親
で
歯
が
健
康
な
人
　
受
付
日
時
６

月
４
日
木
①
午
後
２
時
3
0分
～
３
時

②
午
後
３
時
～
３
時
2
0分

会
場
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
定
員

（
先
着
）

①

二
十
人
②
母
子
二
十
組

※
優
勝
者
は
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
５
月
６
日
水
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
保
健
係

℡
3
6
6
・
7
4
8
6

番
へ

愛

の

献

血

５

月

７
日

木
午
前
1
0
時

～
１１

時
4
5

分

と
午

後
１

時
～
４

時

会
場
松

戸

市

役
所

問
健

康

課
検

診
係

℡
3
6
6・
7
4
8
7

番食

生

活

講
座

会
場
小
金
保
健
セ
ン
タ
ー
　
定
員

先
着
三
十
人
　
対
象
本
講
座
を
初
め

費用無料　※１　材料費1,800 円　※2　2回連続講座

申電話でパークセンター℡345-8900番へ（先着順）

日　時 内　　容

5/21

木

分

健康と食生活について（お話）

スピード料理（実習）

5/28

木

家族そろって生活習慣病を予防

しよう （お話）　　　　　　　
野菜をいっぱい食べよう(実習）

6/4
木

成長期のための食生活（お話）

子ども向け食事（実習）

6/9

火

健康づくりと運動・休養につい
て（お話）

手軽にできるヨガ（実技）

申
電

話
で

小

金
保
健

セ
ン

タ
ー

℡
3
4
6

・
５
６
０
１
番
へ

ポ
リ

オ
ワ

ク

チ
ン

の

追

加

接
種

昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
人

が

他
の
年
齢
層
に
比

べ
て
、
ポ
リ
オ
の

免
疫
を
保
有
し
て
い
る
割
合
が
低

い

こ
と
が
、
厚
生
省
の
調
査
で
わ
か
り

ま
し
た
。
次
に
該
当
す
る
人
は
、
再

度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の

人
で
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
予
定
の
人
ま
た
は
、
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
子
ど
も
が
い

る
人

※
費
用
や
実
施
場
所
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
3
6
6
・

7
4
8
4
番

視

覚

障

害

者
更

生

援

護

相

談

室

を

設

置

糖
尿
病
等
で
中
年
に
な
っ
て
失
明

し
た
人
に
助
言
や
生
活
指
導
、
点
字

の
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
設
日
時
毎
週
水
曜
日
午
前
1
0時

～
午
後
４
時
（
８
月
の
第
二
・
三
水

曜
日
、
1
2月

の
最
終
水
曜
日
、
１
月

の
第
一
・
二
水
曜
日
を
除
く
）
　
会

場
千
葉
点
字
図
書
館
六
階
（
〒
3
8
4
－

0
0
0
5
四
街
道
市
四
街
道
一
の
九

の
三
）
　
相
談
方
法
面
接
ま
た
は
電

話
・
文
書

費
用

無
料

問
視
覚
障
害
者
更
生
援
護
相
談
室
℡

0
4
3
・
4
2
1
・
5
1
9
9
番

結

婚

ま

で

あ

と
チ

ョ
ッ

ト

・
新

婚

ホ

ヤ

ホ
ヤ

講

座

５
月
3
0日
土
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
4
5分

会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
未
婚
ま
た
は
新
婚
の
男
女
（
お

一
人
で
も
参
加
歓
迎
）
　
内
容
①
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
迎
え

る
た
め

に
Ｉ
愛
育
病
院
産
婦
人
科
・
加
藤
季

子
氏
②
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
・
健
康

情
報
な
ど
Ｉ
健
康
課
保
健
婦
　
費
用

無
料

お
知
ら
せ

申
５
月
2
8日
木
ま

で
に
、
電
話
で
常

盤
平
保
健
セ
ン
タ

ー
℡
3
8
4
・
1
3
3

3
番
へ



成人講座「煎茶入門」

広報ま つ ど1998 年(平成10年)5月5日

５月21 日～７月９日の毎週木曜日〔全８回〕、午後1 時30 分～３時30

分　会場タウンスクール根木内（根木内小学校内） 対象市内在住・

在勤・在学の16 歳以上の人　内容煎茶道の歴史、おいしいお茶を入れ

るには、お茶の成分と効能、お盆手前ほか　講師東阿部流煎茶道教授･

飯田翠渓氏　定員15 人（抽選）　費用教材費2,０００円

申５月１２日火〔必着〕までに往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番

号・返信用のあて名を記入して、〒271-0094 松戸市上矢切２９９の

１総合福祉会館内矢切公民館（℡368-1214 番）へ

日 程 内　　容 講　　師

5/28木）開校式と開設説明

6/4 木 学ぶようこび～生涯学習と街づくり～
川村学園女子大学教授・

岡本包治氏

18 木 日本版ビックバンと今後の生活への影響 社証券広報センター

7/ 2 木 アジアの現在と未来を考える
アジアプレス･インターナショナル

代表・野中章弘氏

16 木 徳川昭武・慶喜と松戸

生活習慣病って何だろう

～その病気の対応について～

戸定歴史館・学芸員

9/3 木
福祉医療センター東松戸病院・

保健福祉医療局長

17 木 高齢者福祉について 交渉中

10/ 1 木 環境と疾病 東京理科大学講師・樽谷修氏

15 木 高齢者に役立つ法律の知識 弁護士・川村幸信氏

11/ 5 木 宇宙にひろがる夢（仮題）
スペースディレクター・

広瀬英彰氏

19 木 国際交流～外国人からみた日本～ ユーカリ文化学院講師・陳力氏

12/ 3 木 歴史から見る差別について
国立歴史民俗博物館教授 ．　　

高橋敏氏

17 木 生命の不思議について 東京大学教授・高橋迪雄氏　　　

1/ 7 木 初春コンサート 交渉中

21 木 高齢者とマルチメディア
読売新聞メディア企画局・

山野辺一也氏

2/4 木
子どもと高齢者のかかおり方

～いま大人としてできることは～
千葉大学教授・中村攻氏

18 木 暮らしの中でのボランティア活動 福祉問題研究家‘ 平沢文彦氏

3/4 木 閉校式 交渉中

５月２８日 ～平 成11 年３月４日 、午 前10 時～ 正午 〔全18 回 ・上表 参照 〕

会場市民劇場　対象市内在住･在勤･在学の６０歳以上の人定員３００人(抽

選)、 費 用100 円(名札 代･ 持 参の 場合 は無 料)

申5 月１２日 火〔必着〕まで に 往 復 ハガキ に住 所･ 氏名( ふり がな)･ 年 齢･

性別･電話番号･返信用のあて名を記入して、℡271-0094松戸市上矢切

２９９の1総合福祉会館内矢切公民館生涯学習大学係(℡３６８　1214番)へ

※都 合により 内 容･ 講 師が変 更 する 場 合があ り ます。

※往復八ガキに1人(本人)のみ。夫婦での連名も不可。

受
賞
と
い
う
実
力
派
。

幼

い
こ

ろ

か
ら
、
母
親

が
年

賀

状
に
干
支
を
、
季
節
の
便
り
に
は
草

花

の
版
画
を
添
え
て
い
る
の
を
興
味

深
く
見
て
い
た
。

で

花
を

ス

ケ
ッ
チ
し

、
先

生

に
勧

め

ら

れ
た
こ

と

を
き

っ
か

け
に
植

物
画

を

始

め
た
。

高

校
に
入

っ
て
か
ら
は
、
学
校

の
授

業
で
日
本
画
を
習
い
始
め
、
面
相
筆
と

第

一

位

の

文

部

大

臣

賞

に

輝

い
た

。

こ

の

コ

ン

ク

ー
ル

で

は

、

植

物

画

を

始

め
た
中
学
一

年

生

の

時

か

ら

四

年

連

続

入

賞

、

同

賞

も

二

度

目

の

受賞作品「ニガウリ」

草
花

の
表

現

の
正

確

さ
、
芸

術
的

な
美
し

さ
を
基

準

に
審
査

す

る
国
立

科

学
博

物
館

主
催

の
第

十
四
回

植
物

画

コ
ン

ク

ー
ル
中
・
高
校

生
の
部

で
、

学

習
院
女

子

高
等
科

二
年

・
池

田
真

理

子

さ

ん

は

、

小
学
生
に
な
り
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
で
、
朝
顔
や
か
ぽ
ち
ゃ
な
ど
の

観
察
日
記
を
付
け
て
、
草
花
の
生
命

の
輝
き
を
見
つ
め
て
描
い
て
い
た
。

中
学
一
年
生
の
時
、
理
科
の
授
業

草
花

が輝

く
感
動

を表
現

し
た
い

い
う
人
形
師
が
顔
を
描
く
と
き
に
使

う
穂
先
の
極
め
て
細
く
長

い
両
肇
を

使
う
よ
う
に
な
り
、
表
現
方
法
が
よ

り
広
が
っ
た
。

細
か
な
線
を
描
く
と
き
は
、
ぐ
っ

と
息
を
止
め
て
精
神
を
そ
の
画
筆
に

集
中

ず
る
。
苦
心
の
末
に
描
き
上
げ

た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
。

今
回
、
画
題
に
選
ん
だ
ニ
ガ
ウ
リ

は
、
自
宅
近
く
の
畑
で
見

つ
け
、
農

家
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
。

「
ニ

ガ
ウ
リ
」
の
葉
は
葉
脈

が
走

り
、
広
が
る
生
命
力
と
、
大
き
ぐ
垂

れ
下
が
っ
た
実
の
表
面
が
ボ
コ
ボ
コ

し
た
質
感
を
、
緑
と
オ
レ
ン
ジ
色
が

互
い
に
彩
度
を
高
め
て
鮮
や
か
な
印

象
を
与
え
て

い
る
。
「
つ
る
を
伸
ば

し
、
花
が
開
き
、
実
を
輝
か
せ
、
虫

に
食
わ
れ
、
種
子
と
な
っ
て
次
代
に

生
命
を
継
承
す
る
姿
を
観
察
し
、
そ

の
感
動
を
表
現
し

た
か
っ
た
」
と
目

を
輝
か
せ
た
表
情
に
、
達
成
感
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。

命
の
輝
く
「
ニ
ガ
ウ
リ
」
の
精
緻

さ
と
そ
の
表
現
力
が
生
き
生
き
と
躍

動
し
、
真
理
子
さ
ん
の
人
と
な
り
を

映
し
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

受

賞

作

品

は

、

５

月
1
9
日

火

か

ら

６
月
７
日
日
ま
で
、
東
京
・
上
野
の

国

立

科

学

博

物

館

本

館
（
℡
0
3
・
３

８

２

２

・
0
1
1
1

番

）
で
展

示

さ

れ

る

ほ

か

、

同

博

物

館

の

筑

波

実

験

植

物

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
れ
て

い

る

ア

ド

レ

ス

は

ｈ
ｔ
ｔｐ
:
／
／
w
w
w
.

ｔ
ｂ
ｇ
.
ｋ
ａ
ｈ
ａ
ｋ
ｕ
.
ｇ
ｏ
.
ｊ
ｐ
/
）
。

（
六

実

在

性

）

健康保険証を忘れずに

◆ テレ ホン案 内サ ービ ス〔当 日の 医療

機関( 待機病院 、休日在 宅当 直医 、

夜間急病診 療所 、休日土曜日 夜間歯

科診療所 等) を 案内し てい ます〕

… …℡366-0010 番

平日 ・午後4 時30 分～翌日 午前９時

休日と土曜 ・午前9 時～翌日 午前９時

◆ 夜間 急病 診療 所 …… ℡368-3756 番

衛生 会館内･ 毎日午後8 時～11時

◆ 休日 土曜 日を 間 歯科診 療 所

…… ℡365-3430 番

衛生 会館 内･午後8 時～11時

国立科学博物館第14回植物画コンクール

文部大臣賞受賞

池田真理子さん

人

ひと

お気軽にご相談＜ださい ５ 月の相談あんない

※相談はすべて無料です。

相 談名 期　　 日 時　　 間 会　 場 問

人権相談

第1～第４金曜日

午前1０時 ～午 後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ

市 松千
援 戸葉
護 支地
課 局方
庶　 法
務　 務
係　 局

11月 馬橋支所

12火 六実支所

12火 小全支所

6水 常盤平支所

6水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

7木
小金原市民センター

※ 人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278 番)でも行っています。

心

配

ごと 相

談

第1～第４全曜日

午前10時～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社
会　
福
祉
協
議
会
℡368
-050
3番

11(月) 馬橋支所

12火 六実支所

12火 小金支所

6木・20水 常盤平支所

6水・20水
新松戸市民センター

7木・21木 小金原市民センター

ゆうまつど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4 時 女性センター

(相談室直通)

℡363-0505 番

第2～第4木曜目

第1木曜 日 午後2時～8時

女性就業相談 火･ 金曜日 午前10時～午後４時

女性パート

労働 相談
12火 午後１時30分～4時30分

女性センター

℡364-8778 番

就学相談(予約制)
月～金曜日

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番教育相談(予約制)

青少年相談

(電話･来所)
月～ 全曜日

午前8時30分～

午後4時30分
少年センター

℡363-7867 番

相 談名 期　　 日 時　　 間 会　 場 問

交通事故
月～全曜日

午前９時～午後５時
市民相談室

市民相
談室※
金銭問
題の相
談も行
います
。

市政･ 一般 午前8時30分～午後5時

法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1 時～５時

市

役
所
相

談
コ

｜
ナ

｜

次回は6月1日(月) 午前９時～正午

税務相談 第２金曜日 午後1 時～5 時

登記相談 第３全曜日 午後１時～４時30分｜

行政相談 第2･ 第4 月曜日 午後1 時～3 時

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後４時

外国人相談 第２・第４火曜日 午前９時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第 ３水曜日 午前10時～午後４時 住宅課

労働相 談　　 第３月曜日 午後１時～５時 商工観光

課労政係※労働相談相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361―4089番)でも行っています。

巡

回

年

金

相

談

次回は6月２日火

午前10時～午後３時

常盤平支所
※国民年
金課摘要
係　※左
記以外の
日は国民
年金課へ

課へ

8金 小全支所

12火 小金原支所

15金 馬橋支所

19火 六実支所

22金 新松戸支所

26火 矢切支所

29金 東部支所

消費生活相談 月～全曜日 午前9時～午後4時
消費生活 センター

℡365~6565 番

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後５時

北松戸保育所

℡367-4646 番

平成10 年度

生涯 学習大学

救急医療体制


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

